
会関係を把握する立場には、生活構造に焦点を当

てる立場と社会構造に焦点を当てる立場が考えられるが、ここでは前者に立つ。とすれば、個々人

が自己の生活を豊かにする上で社会関係がどのように機能しているのかが焦点となるが、当然その

内容

る容容、、るの

以

下、親しい人と呼ぶ）の数

、仕事関係の人、子どもを通じて、同級生・同窓生、　同郷の人、趣味・学習

活動を通じて、ＮＰＯ活動を通じて、ボランティア活動を通じて、信仰を通じて、それ以外で

　以下の分析では、親しい人の数の平均値をグループ単位で比喜ー
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表２　親しい人の数合計（校区内） 親しい人�

数
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３）住居形態・居住経歴・居住年垂
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合いが1.88人と極端に少ないことも指摘しておく（表10）。

居住年数でみるとい
でく 年数ががくおるる（こしい人

少数
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